たう はく だう さんせい むらた たう リん 

ので あらう か？ 太白 堂 三世 村 田 桃鄰も 始めの 名 はや 

はリ漱 石で ある。 けれども 僕の 見た 扇 はさ ほど 古い も 

のと も 思 はれない。 僕 はこの 贋せ ものなら ざるに 贋せ 

ものと 呼ばれる 扇の 筆者 を 如何にも 気の毒に 思って ゐ 

る。 因に 言 ふ、 夏 目先 生の 書に も 近年 はめつき リ贋 

せ ものが 殖えたら しい。 (大正 十四 年 十月 二十日) 

一 一 霜の 来る 前 

こけ しも 

毎日 庭 を 眺めて ゐ ると、 苔の 最も 美し いのは 霜の 来 

る 前、 —— まづ 十月 一 ぱいで ある。 それから 霜の 来る 



前に 「カナ メモ チ」 や 「モッ コク」 などの 赤々 と 芽 を 

むし 

ふいて ゐ るの は 美しい よりも 寧ろ もの 哀れで ならぬ。 

(同年 十 一 月 十日) 

三 澄 江 堂 

ちょうか うだう 

僕に なぜ 澄 江 堂 などと 号す るかと 尋ねる 人が ある。 

なぜと 言 ふ ほどの 因縁 はない。 唯い つか 漫然と 澄 江 堂 

さ さ きも さく 

と 号して しまったの である。 いっか 佐 佐 木 茂 索 君 は 

ま 

「スミ ェ と 言 ふ 芸者に 惚れたん です か？」 と 言った。 が、 

もちろん わけ ほんみ やう ほか 

勿論 そんな 訣 でもない。 僕 は 時々 本名 の 外に 入ら ざ 



る 名な ど を つける こと はよ せば 好か つたと 思って ゐる _ 

(十 一 月 十二 日) 

四 雅号 

が が う 

しかし 雅号と 言 ふ もの はや はり 作品と 同じ やうに そ 

ひし だしゅん さう 

の 人の 個性 を 示す ものである。 菱田春 草 は 年少 時代に 

しゅんそう 

は駿 走の 号 を 用 ひて ゐた。 年少 時代の 春 草 は 定めし 

まさむね はくて う 

駿 走らし かった であらう。 さう 言へば 正宗 白鳥 氏 も 昔 

はくちょう 

は 白 塚と 号して ゐ たかと 思 ふ。 これ は 僕の 記憶 違 ひ 

かも 知れない。 が、 若し 違って ゐな いとすれば、 この 



号 も 兎に角 年少 時代の 正宗 氏 を 想 はせ るのに 足る もの 

であらう。 僕 は 昔の 文人た ちの 雅号 を 幾つ も 持って ゐ 

かならず こしら 

たの は必 しも 道楽に 痏 へたので はない。 彼等の 趣 

味の 進歩に 応じてお のづ から 出来た ものと 思って ゐ る。 

(同前) 

五 シ ルレ ルの 頭蓋骨 

シ ルレ ルの 遺骸 は 彼の 歿年、 II 千 八 百 五 年 以来、 

ちゃんと ワイ マ アルの 大 公爵 家の 霊廟の 中に 収められ 

のち さいこん 

てゐ た。 が、 二十 年ば かりたった 後、 その 霊廟 を 再建 



する 際に 頭蓋骨 だけ ゲ ェ テに 贈る ことにな つた。 ゲ ェ 

テは 彼の 机の 上に この 旧友の 頭蓋骨 を 置き、 「シ ルレ 

ル」 と 題す る 詩 を 作った。 それば かりで はない。 ェェ 

ベ ル ラインな ど は 御苦労に も 「シ ルレ ルの 頭蓋骨 を 見 

守れる ゲ ェテ」 とか 何とか 言 ふ 半身像 を 作った。 けれ 

ども これ はシ ルレ ル ではない、 誰か 他の 人の 頭蓋骨 だ 

つた。 (ほんた うの シ ルレ ルの 頭蓋骨 はやつ と 近年 テ 

力 レば うかく 

ユウ ビンゲンの 解剖学の 教授に 発見され た。) 僕 はか 

う 言 ふ 話 を 読み、 悪魔の い たづら を 見た やうに 感じた。 

他人の 頭蓋骨に 感激した ゲェテ は 勿論 滑稽に 見える で 

あらう。 しかし その 頭蓋骨がなかった としたら ば、 ゲ 



ェテ 詩集 は少 くと も 「シ ルレ ル」 の ー篇を 欠いて ゐた 

ので ある。 (十 一 月 一 一十 日) 

六 美人 禍 

ゲェテ を ワイ マ アルの 宮廷から 退かせた の はフォ 

ン • ハイ ゲン ドルフ 夫人で ある。 しかも 又 ショォ ペン 

れんか 

ハウェルに 一世 一 代の 恋歌 を 作らせた の もや はりこの 

フォン • ハイ ゲン ドルフ 夫人で ある。 前者に 反感 を 抱 

いた 女性 は 彼女の 外になかった らしい。 後者に 好感 を 

ひとり と かく 

与へ たの は 勿論 彼女 一人で ある。 兎に角 両 天才 を 悩ま 



せた だけで も、 ただの 女ではなかった ので あらう。 現 

に 写真に 徴 すると、 目の 大きい、 鼻の 尖った、 如何に 

も 一 癖 ありげ な 美人で ある。 (二十 一 日) 

七 放心 

僕 は 教師 をして ゐた 頃、 ネクタイ をす るの を 忘れた 

まま、 澄まして 往来 を 歩いて ゐた。 それ を 幸 ひに も 見 

す 力 ただを 

つけて くれたの は 当年の 菅忠雄 君で ある。 しかし その 

のち ひと リ 

後学 校へ 行ったら、 今度 は 物理の 教官が 一人、 カラ ァ 

をつ ける の を 忘れた と 見え、 ネクタイ だけ シャツに ぶ 



を か 

ら 下げて ゐた。 どちらが はた 目に は 可笑しかった かし 

ら。 (二十 二日) 

八 同上 

きくち 

僕 は 菊 池と 長 崎へ 行った 時、 汽車 中 大いに 文芸 論 を 

した。 そのうちに ふと 気がついて 見る と、 菊 池 はいつ 

か 両手の 間に パラソル を 一本 ま はして ゐる。 僕 は 勿論 

「おい、 君」 と 言った。 すると 菊 池 は 苦笑しながら、 

とな リ さっそく 

鄰にゐ た 奥さんに パラソル を 返した。 僕 は 早速 文芸 

きくち 

論の 代りに 菊 池の 放心 を 攻撃した。 菊 池の 降参した の 



はこの 時 だけで ある。 が、 長 崎 を 立つ 段になる と、 僕 

うへ の や あまぐ わいた う 

自身う つかり 上野 屋へ 雨 外套 を 忘れて 来て しまった。 

菊 池の 嬉しがるまい ことか、 忌々 しく も 大笑 ひ をして 

いはく また さいしん 

曰、 「君 も 亦 細心 は 誇れない ね。」 (同上) 
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